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技 術 相 談 ・ 共 同 研 究 のススメ

長岡高専では、企業や外部の方々からの研究・開発などに関する相談に応じる技術相談や、民間等外部機関から研
究者および研究経費等を受け入れて、特定のテーマについて本校の教員と共同で研究を行う共同研究を行っています。

環境都市工学科 × 機械工学科 ×
株式会社ネクスコ・メンテナンス新潟

衝撃弾性波法に基づく橋梁小遊間部の
浮き・剥離部検知装置の開発

事例
紹介

本研究は今後の社会イン
フラを支えていく上で非
常に重要な技術となりま
す。今後も、共同し合い
課題解決に向けて邁進し
ていきたいと感じます。

企業様からのコメント

機械工学科 × 共栄エンジニアリング株式会社
横放電加工における
高能率加工技術の開発

事例
紹介

現場の課題に対し、共同
研究により高能率加工の
技術成果が得られました。
生産現場へ展開し、もの
づくり技術のさらなる発
展に挑戦しています。

企業様からのコメント

　冬季の路面凍結防止に使用される塩分を含む材料
は、道路橋の遊間部（狭い部分）に流れ込み、鉄筋の
腐食を加速する可能性があります。この腐食が進行する
と、コンクリートの剥離や落下を引き起こし、通行規制
や橋の架け替えといった交通影響に繋がる可能性があ
るため、早期発見が求められます。しかし、遊間部の幅
が約 25mm と狭いために検査員が立ち入れず、従来の

検査手法では限定的な領域しか検査できないため、腐
食劣化領域の全体的な判断が困難です。この課題に対
処するため、本プロジェクトでは、機械工学科と環境都
市工学科の教員が連携し、遊間部全域でのコンクリート
の剥離領域を検出可能にする新たな装置の開発に成功
しました。（特許第 7020653 号） 

　放電加工は、工具電極と工作物の間で放電を繰り返
し、金属を溶融・除去する加工法です。硬質材料や複
雑形状であっても高精度に加工できるほか、工具電極
や工作物を回転させる必要がないため、多様な方向か
ら加工できることが特徴です。一方、横方向からの放電
加工では加工速度が低下し、加工能率の低下が課題と
なっています。そこで本共同研究では、工具電極からの
加工液噴流や工具電極形状を工夫することにより、高

能率加工の実現を目指しています。これまでに、加工精
度を維持したまま加工時間を約 4 分の 1 に短縮する成
果が得られています。また、放電波形の解析を通じて結
果を学術的・体系的に考察し、さらなる高能率化に取
り組んでいます。蓄積したノウハウや技術は実際の製品
加工にも導入され始めており、産学連携による研究成果
が生産性向上と技術力強化に貢献しています。 



電子制御工学科 ×
J マテ．カッパープロダクツ株式会社

金属部品の外観検査を自動化する
AI システムの開発

事例
紹介

企業様からのコメント
「JIN」は金属加工の現場で人間がやっている外観検査を AI に置き換えるための基幹システ
ムです。AI の世界は発展スピードが速く毎日新たな製品が生み出されています。長岡高専
様と共同研究させて頂く事で我々のような中小規模の企業でも常に新しいアイデアにふれる
事ができます。そして現場ニーズにあう、現場が真に欲しいと思えるシステムの開発に繋げ
る事ができ感謝しております。

　現在、製造した製品に傷や規格のずれがないかを確
認する外観検査は目視で行っており、時間や手間がかか
るため、製造現場では自動化が求められています。そこ
で、本共同研究では人に代わって製品の外観検査を行
う AI システム、通称 “JIN”（J マテ Visual Inspector 
by Nagaoka KOSEN）を開発し、製造現場における
省人化・活人化を推し進めることを目的としています。
JIN は違和感判断 AI と異常位置検知 AI の 2 つを搭載
予定であり、これらの土台となる AI システムの開発およ
び効果検証を行っています。特定の部品を対象とした実

験の結果、人間と同等程度以上の精度で検査を行うこ
とができました。現在、データを増やしたりモデルを高
度化したりすることで、複数の部品を検査できる汎用性
と精度を高め、運用に耐えうる性能を持ったシステムに
仕上げるために研究を続けています。 また、J マテ．カッ
パープロダクツ様は本共同研究を核として上越市の地
域中核企業成長促進モデル支援事業補助金に申請し、
見事に採択されています。これにより、産学官連携の
共同研究として注目を集めています。
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